
 

自ら進んで行動して伸びる子どもたち～夏休みもチャレンジを！ 

                             校長 山 田 裕 子 
 運動会、修学旅行、遠足という１学期の大きな行事も無事終了し、夏休みを迎えることになりました。  

 ７月６日～７日に実施した三校（明徳小・美沢小・美馬牛小）合同修学旅行では、単に５・６年生が集ま

って旅行に行くというものではなく、「ねらい」を達成しようという一人一人の思いが感じられる活動となり

ました。「自主的に行動できるようにすること」、「仲間との絆を深めること」、「健康や安全に気をつけて、集

団生活のきまりや公衆道徳を守ること」という目標に沿った行動が１泊２日の随所に見られ、子どもたちの

意欲的な取組をみることができました。  

私は団長として同行いたしましたが、まさに「かわいい子には旅をさせよ」という言葉のごとく、子ども

たちにこんな機会を与えたら、こんなに成長できるという場面を垣間見ることができました。  

１日目、札幌に到着してすぐ、テレビ塔前から自主研修となり、班ごとの行動となりました。ある班は、

事前に調べた地図やメモをもとに、札幌駅前の「エスタ」のラーメン共和国を目指し、その後「ポケモンセ

ンター」を経由し「円山動物園」でお目当ての動物を見学しました。また、ある班は地下鉄で宮の沢まで移

動し、徒歩で「白い恋人パーク」を目指し、パンケーキを仲間でシェアし、その後、札幌駅まで戻り、「壁の

穴」でピザを味わいました。また、別な班は、オーロラタウンのマックで腹ごしらえをした後、地下鉄に乗

車し、その後徒歩で「円山動物園」を目指し、お目当ての動物を見学しました。自分たちが食べてみたいも

のを食べ、見たいものを見るために、練りに練った計画をもとに、約３時間半という限られた時間ではあり

ましたが、有効に活動していました。子どもたちは、「スマホ」を持っていませんので、事前にタブレット端

末で調べたメモが頼りとなりました。各班で力を合わせ、子どもたちが地図を片手に先頭にたち、目的地を

目指し、担当の先生は後ろから見守るというスタイルの自主研修でした。小樽でも自主的な活動の時間を設

定し、散策や体験活動を行い、目的地が分からなかった時には、勇気を出して道を尋ねる姿も見られました。  

 

夏休み、それぞれの発達段階に合わせてということにはなりますが、ぜひ、お子さまが計画して取り組む

時間をつくり、チャレンジしてみる場面を、各家庭で設けていただきたいと思います。  

 

１学期、各教科の授業を積み重ね、大きな行事も経験し、一人一人が成長している子どもたちです。毎朝、

とっても大きな声で朝の挨拶をし、校歌を大きな声で元気に歌うことができる１・２年生。活発な声が授業

で響きわたっています。いろいろな質問を次から次へと考え質問できる３・４年生。自ら進んで集中して学

び、先日は落語の表現活動を表情たっぷりに演じ、詩の音読も積極的に取り組んでいます。上級生の自覚を

もち、運動会や修学旅行等の行事に全力で取り組んでいた５・６年生。しっかりと歌の練習を積み重ね、実

力を蓄え、毎朝、さわやかな歌声を響かせています。一人一人がじっくり考え行動している様子が伝わって

きます。この１学期、一人一人がとても前向きな姿勢で元気に取り組んでいました。  

先日、１４日（金）には、川喜田 PTA 会長様をはじめ PTA 四役の方が中心となり、「PTA 野外活動」を

行い、星の話や花火を楽しむ会を主催していただき、子どもたちは大喜びでした。６年生自らが PTA 役員の

方々に「このような行事を設けていただき、ありがとうございます」という感謝の気持ちを伝える場面もあ

り、子どもたちのそんな言葉に「うるっとしました」という川喜田会長様のお言葉もいただきました。  

夏休み、規則正しい生活をして睡眠をしっかりとり、免疫力を上げて生活することができるよう、ご家庭

での見守り、よろしくお願いいたします。夏休みには、地域の方がボランティアで、美馬牛駅前にて、朝の

ラジオ体操をやってくださるというお話も伺いました。地域の皆様の温かな支えに、感謝申し上げます。  

最後になりますが、最近は、観光客が増え、クルマの往来が激しくなっています。子どもたちの安全を守

るためにも、何かお気づきの点がありましたら、ご連絡をいただけると幸いです。日頃からのご支援・ご協

力に厚くお礼申し上げます。  
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新型コロナウイルス感染症対策のため 3 年間実施できなかった
給食試食会を、１・２年生の保護者対象で行い、全家庭の皆様にご
参加いただきました。メニューは、スタミナラーメン、ほうれん草のナム
ル、手作りオレンジゼリーで、皆様、口々に「おいしい！」を連発されて
おりました。 
小林養護教諭作成のパンフレットには、給食は、「地場産物を使っ

ていること」や、「みんなで協力して配膳・片付けをすること等を通し
て、マナーや社交性、結びつきを深めることができる」ということが掲
載されていましたが、それを実際にご覧いただきました。また、おいしい給食を通じて、作物を作ってくれた
人や調理をしてくれた人に対する感謝の気持ちも育っていきます。子どもたちは、片付けをする時、調理を
してくれた道藤さん・鴫原さんに、「ごちそうさまでした。おいしかったです。」と毎日、感謝の気持ちを伝え
ています。おうちでもそんな言葉が飛び交っているでしょうか。 
コロナ禍で実施できていない３・４年生の保護者の皆様には、１０月の参観日（１０月１２日）に実施予

定ですので、どうぞ、お楽しみに！ 

 

１～４年生は、旭川市のカムイの杜で遠足、
５・６年生は札幌・小樽方面での修学旅行を
実施いたしました。両行事の実施にあたり、ご
家庭の皆様方には、事前の準備などで、ご協
力をいただき、誠にありがとうございました。 
遠足では、午前中はわくわくエッグ（屋内施

設）で思う存分に楽しみ、そうしていると雨があ
がり、外でお弁当やおやつを仲間と一緒に食べ、交流を深めることができました。午後からは屋外の遊具や
水遊びで、思う存分体を動かし、楽しむことができました。 
５・６年生の修学旅行は、美沢小・明徳小・

本校の３校合同で実施し、１日目は札幌での
自主研修、そして北広島ボールパーク（エスコ
ンフィールド）でスタジアムツアー見学、そして
ホテルに到着後は、プールや仲間との交流
で、楽しいひとときを過ごしました。２日目は、
小樽水族館見学、３校混合の班編制で小樽
運河周辺散策や体験活動等を行いました。３
校の仲間で協力し、友情を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜８月の主な行事＞ 
9 日（水）～14 日（月）学校閉庁日 

～16 日（水）夏季休業 
17 日（木） ２学期始業式   
18 日（金） 夏休み作品展（～25 日） 
21 日（月） 二計測（低学年） 
22 日（火） 二計測（中学年） 委員会  
23 日（水） 芸術鑑賞会     
24 日（木） 水泳学習（1～4 年） 
      6 年ふるさと学習 

      午前日課（バス１３：０５） 
25 日（金） 二計測（高学年） 
28 日（月） へき地校体験実習（～９月１日）  
        ※大学生 2 名来校 

    ４年ふるさと学習（ビルケの森）  
29 日（火） へき複集合学習（中学年） 
30 日（水） へき複集合学習（低学年） 

「子ども１１０番の家」について 

子どもたちの安全を確保するた

め  「子ども１１０番の家」の取組

（２年ごと更新）を行っております。

新たにご協力いただける方がいら

っしゃいましたら、ご連絡ください。 

ChatGPT(チャット・ジーピーティー)の取り扱い
～チャット GPT とは？？？～ 
 
 チャットとは、そもそも英語で「おしゃべり」という意
味です。チャット GPT とは、対話型人工知能（AI）で、質
問に応じて、生成 AI を使って、答えや文章を作成するも
のです（質問して、一瞬で、おしゃべりの域を超えた長文
の文章が出てきます）。 

美瑛町では、現段階で小学生は使用しないこととして
います。チャット GPT は、便利な反面、本当に信頼できる
情報なのか疑わしい面もあります。また、個人情報の流出
や情報管理のあやうさも指摘されています。そして、なに
より、自ら考えて文章を書かなくても作成することがで
きるので、思考力が育っていかないことや、私たち人間が
学ぶ意欲がなくなってしまうのでは？という心配があり
ます。 
 13 歳以上の使用の場合でも、保護者の同意が必要とな
りっておりますので、ご承知おきください。 

ドバイ（アラブ首長国連邦）のお友達 
 

美瑛町美馬牛へ避暑で来ている小学５年生
の児童を、７月の３週間受け入れました。子ど
もたちは、国境を越えて、日本語でコミュニケ
ーションを図り、すっかり仲良しになりまし
た。17 日、日本の岸田総理大臣は、UAE（=アラ
ブ首長国連邦）のムハンマド大統領と脱炭素化
を確認しました。大人になった時、さらに協力
関係が結べている国になれるといいですね！ 

学校玄関に bi.yell（ビ
エール）に展示していた
オブジェ 
を無償で 
いただき 
設置まで 
お世話に 
なり西村 
公一様に 
感謝です。  


